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１
月
₁₁
日
、
烏
山
公
民
館
研
修
室
で
那
須
烏
山
市
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
髙
田
博
）
主
催
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
高
齢
者
が
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
の
知
識
と
消
費
生
活
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

消費トラブルに陥らないためには！

　

講
演
会
の
第
一
部
で
は
、
同
会

の
会
員
が
所
属
す
る
「
烏
山
紙
す

き
唄
保
存
会
」
と
「
千
草
会
」
に

よ
る
民
謡
と
舞
踏
な
ど
11
曲
が
披

露
さ
れ
た
。
両
会
と
も
市
内
の
高

齢
者
施
設
を
中
心
に
年
間
10
回
ほ

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

る
。
両
会
の
演
技
を
近
く
で
見
よ

う
と
開
会
１
時
間
前
か
ら
前
列
に

席
を
取
る
観
客
が
い
る
ほ
ど
の
人

気
。

　

第
二
部
は
、
市
内
中
央
出
身
で

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
棚
橋
麻
衣

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
講

談
が
行
わ
れ
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
悪
質
商

法
に
陥
り
や
す
い
人
の
性
格
な
ど

を
自
分
を
例
え
に
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、
会
場
は
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
て
い
た
。
特
殊
詐
欺
で

は
家
族
が
困
っ
て
い
た
ら
助
け
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
逆
手
に
取
っ

て
く
る
た
め
に
、
家
族
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
、
家
族
だ
け
が
判
る
合
言
葉
を

決
め
て
お
く
こ
と
も
重
要
と
呼
び

か
け
て
い
た
。

　

同
氏
は
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
が

あ
れ
ば
故
郷
那
須
烏
山
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
と
講
演
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

続
く
講
談
で
は
、
剣
術
の
腕
は

あ
る
が
稽
古
嫌
い
の
夫
の
た
め
に

心
を
鬼
に
し
て
夫
を
江
戸
で
修
業

さ
せ
た
妻
を
描
い
た
「
仙
台
鬼
夫

婦
」
が
披
露
さ
れ
た
。
釈
台
を
張

り
扇
で
叩
き
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
調

子
を
取
る
講
談
独
自
の
話
芸
に
、

会
場
は
魅
了
さ
れ
、
笑
い
と
拍
手

に
包
ま
れ
て
い
た
。

那
須
烏
山
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

消
費
ト
ラ
ブ
ル
講
演
会

棚橋さんによる講談

千草会

紙すき唄保存会
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烏
山
高
校
「
烏
山
学
」

発
表
会

地
域
の
居
場
所
づ
く
り

情
報
交
換
会

障
が
い
者
余
暇
活
動

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

　

１
月
27
日
、
民
宿
今
ち
ゃ
ん

（
興
野
）
で
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
な
ど

15
人
が
参
加
し
た
。

　

本
情
報
交
換
会
は
、
今
年
度
本

会
で
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
「
地
域
の
居
場
所
に

つ
い
て
、
ど
ん
な
活
動
が
出
来
る

と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
居
場
所
づ
く

り
を
す
る
際
、
何
を
誰
に
行
う
の

か
を
決
め
る
事
が
大
切
」
等
の
意

　

1
月
17
日
、
烏
山
高
校
地
域
課

題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
「
烏
山

学
」
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。　
　

　

烏
山
学
は
、
将
来
地
域
で
活
躍

す
る
リ
ー
ダ
ー
・
人
材
の
育
成
の

た
め
に
、
高
校
生
た
ち
が
、
市
の

観
光
や
農
業
・
金
融
・
福
祉
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
体
験
し
、

学
習
し
て
い
る
も
の
。

　

発
表
会
で
は
、
那
須
烏
山
市
の

課
題
や
今
後
へ
の
提
案
等
が
発
表

さ
れ
た
。
高
校
生
た
ち
の
「
さ
ら

に
那
須
烏
山
市
が
良
く
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
強
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
る
発
表
会
と
な
っ
た
。

　

烏
山
高
校
で
は
次
年
度
以
降

も
、「
烏
山
学
」
を
継
続
し
、
高

校
生
た
ち
が
那
須
烏
山
市
で
良
い

学
び
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
の
こ
と
。

　

1
月
27
日
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
ａ
ｎ

Ｂ
ａ
ｎ
高
根
沢
店
で
障
が
い
者
余

暇
活
動
支
援
事
業
」
が
行
わ
れ
、

あ
す
な
ろ
、
す
ず
ら
ん
、
大
和
久

福
祉
会
、
市
父
母
の
会
な
ど
か
ら

25
人
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流

会
を
実
施
。
当
日
は
参
加
者
同
士

交
流
を
深
め
、
各
部
屋
で
演
歌
や

Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
を
歌
い
踊
り
各
々
の

楽
し
み
方
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
回
初
め
て
カ
ラ
オ
ケ
店
に
来

た
大
和
久
福
祉
会
の
参
加
者
は

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
歌

い
に
来
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、

参
加
者
の
笑
顔
が
溢
れ
る
余
暇
活

動
と
な
っ
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の

　
心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
企

業
・
学
校
・
商
店
な
ど
多
く
の
方
々
か

ら
、
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
栃

木
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
県
内
の
民

間
施
設
や
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
配
分
さ
れ
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
へ
の
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

健康福祉まつりでの募金活動

赤い羽根共同募金実績一覧
区　　分 金額（円） 募金者概数 備　　考

戸別募金 4,698,200 市内各自治会

法人募金 388,000 120 事業所 企業・事業所数

学校募金 75,446 7 校 学校等数

職域募金 214,662 25 箇所 事業所 ･ 団体数

イベント募金 18,275 1 回 実施回数

その他の募金 7,767
店舗募金箱

3 件他

計 5,402,350
募金箱設置数等

他

見
が
あ
り
、
今
後
実
施
に
向
け
て

継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
。
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登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
!!

あ
す
な
ろ
・
す
ず
ら
ん
避
難

訓
練

　
「
私
に
勤
ま
る
の
か
」
と
い
う

不
安
を
抱
き
つ
つ
選
ん
だ
ヘ
ル

パ
ー
と
い
う
仕
事
、
利
用
者
の

「
あ
り
が
と
う
」
の
笑
顔
を
励
み

に
あ
っ
と
い
う
間
に
５
年
が
経
っ

て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
宅
で
の
一
人
の
仕
事
は
、

初
め
は
不
安
も
緊
張
も
あ
り
ま
す

が
、
慣
れ
る
ま
で
同
行
訪
問
な
ど
、

し
っ
か
り
し
た
フ
ォ
ロ
ー
が
あ
る

の
で
安
心
で
す
。

　

人
生
の
大
先
輩
で
あ
る
利
用
者

の
方
々
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ

　

1
月
29
日
、
あ
す
な
ろ
で
、
す

ず
ら
ん
と
合
同
の
消
防
総
合
訓
練

が
行
な
わ
れ
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
消
防
署
職
員

の
指
導
の
も
と
、
利
用
者
も
上
履

き
の
ま
ま
素
早
く
安
全
に
外
へ
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
避
難
誘
導
や
通
報
の
仕

方
、
消
火
器
の
使
い
方
等
丁
寧
な

説
明
を
受
け
た
。

　

最
後
に
、
水
消
火
器
を
使
っ
て
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
火
の
的
を
め

が
け
真
剣
に
消
火
訓
練
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な
状
況
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
続
け
、
防

災
の
意
識
を
高
め
安
全
安
心
を
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
応
募
い
た
だ
い
た

多
数
の
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

◆
展
示
期
間　

　

４
月
４
日
（
水
）
〜

　

４
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
展
示
場
所

　

南
那
須
図
書
館

　

展
示
ホ
ー
ル

　

1
月
27
日
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｂ
ａ
ｎ

Ｂ
ａ
ｎ
高
根
沢
店
で
障
が
い
者
余

暇
活
動
支
援
事
業
」
が
行
わ
れ
、

あ
す
な
ろ
、
す
ず
ら
ん
、
大
和
久

福
祉
会
、
市
父
母
の
会
な
ど
か
ら

25
人
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ
交
流

会
を
実
施
。
当
日
は
参
加
者
同
士

交
流
を
深
め
、
各
部
屋
で
演
歌
や

Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
を
歌
い
踊
り
各
々
の

楽
し
み
方
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
回
初
め
て
カ
ラ
オ
ケ
店
に
来

た
大
和
久
福
祉
会
の
参
加
者
は

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
歌

い
に
来
た
い
」
と
話
し
て
お
り
、

参
加
者
の
笑
顔
が
溢
れ
る
余
暇
活

動
と
な
っ
た
。

登録ヘルパー
澤村美智子

サービス提供責任者
岡田　　朱

ん
あ
り
、
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
、
や
り
が
い
と
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
優
し
さ
・
思
い
や
り
を

待
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

社
協
で
は
、
登
録
ヘ
ル
パ
ー
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
経
験
が
な

く
て
も
大
丈
夫
、
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

時
　
給　

１
３
０
０
〜
１
６
０
０
円

就
労
時
間　

８
時
〜
18
時
の

　
　
　
　
　

就
労
可
能
な
時
間

資
　
格　

初
任
者
研
修
な
ど

問
合
先　

☎
８
４
―
１
２
９
４

　

（
烏
山
支
所
・
初
音
９
―
７
）

　

私
が
、
社
協
の
ヘ
ル
パ
ー
に
登

録
を
し
て
か
ら
15
年
が
経
ち
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
長
く
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
に
、
自
分
で
も
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
老
い
、
思
い
も
か

け
な
い
病
気
や
事
故
に
あ
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
人
の
手
を
借
り
た

く
な
く
て
も
、
ど
う
し
て
も
借
り

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　

自
分
も
年
を
重
ね
て
き
て
、
そ

れ
が
や
っ
と
解
り
は
じ
め
ま
し

た
。
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

や
り
が
い
が
持
て
、
誇
り
を
持
っ

て
こ
の
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

平成30年度 ボランティア活動保険のお知らせ
■保険料及び補償内容が一部改正されます。

保険金の種類
ご加入プラン・補償金額
Ａプラン Ｂプラン

年間保険料
基本タイプ 350円 510円
天災タイプ

（基本+地震･噴火･津波） 500円 710円

死亡保険金
1,320万円
⇒1,040万

1,800万円
⇒1,400万

後遺障害保険金
( 限度額 )

1,200万円
⇒1,040万

1,800万円
⇒1,400万

入院保険金日額 6,500円 10,000円
手　術
保険金

入院中の手術 65,000円 100,000円
外来の手術 32,500円 50,000円

通院保険金日額 4,000円 6,000円
賠償責任の

補償 賠償責任保険金 5億円
（限度額）

5億円
（限度額）

※ボランティア活動の行き帰りも保障されます。

問合せ ･ 申込先：社会福祉協議会本所・支所

福祉標語・ポスターコンクールの
展示会を開催します
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あすなろで３種類のジャムを好評販売中！！ 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森・笠井）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
保健福祉センター☎88－7881

３月28日（水）（行政・県民相談併催）

4月11日（水）（人権相談併催）

社協烏山支所（初音）
☎84－1294

３月21日（水）　春分の日のため休み

4月4日（水）（行政相談併催）

協力事業所と受注作業  （２月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱

㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め

ピン取り出し

・袋詰め他

スペア組み他

㈲大森紙器

㈱ムロコーポレーション

㈲坂本製作所

㈱那須ニコン　　

㈲菊地製作所

㈲宝積寺タクシー　

箱折り

自動車部品選別等

自動車部品選別等

カップ切り

ゴーグルケース等

箱おり等

寄　付（敬称略）

２月15日～３月14日
社 会 福 祉 振 興 基 金

古賀屋お客様一同 3,000円

福祉サービス利用状況
（１月末現在）

介護保険サービス
ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

123件
200件
42件

介護保険以外のサービス
有償ホームヘルプ
日常生活用具貸与
障害者ホームヘルプ

15件
14件
8件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約

48件
46件

111件

あすてらすサービス契約数 39件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（１月15日～２月14日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
塩野　勇
大野　伯恵
増渕　和夫
佐藤　隆
森嶋　正
橘
中山地区有志

（株）東北化工
（株）アヤラ産業
（株）丸星食品
（株）矢崎部品
横枕ソフトボール愛好会
少林寺拳法宇都宮東道院
下川井愛人協力隊
愛和苑
志鳥上自治会有志
山中釣り堀

120 
230 
150 
400 
320 
800 

1,200 
824 
200 
150 
720 

1,000 
215 

2,707 
1,300 
2,000 

96

阿相　孝一
海野自動車部品
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大谷　幸子
小野　幸夫
㈱那須クリエイト
上境上平協力者
上境中組協力者
釜銀
小林　キヨ
坂田屋商店
佐藤　通夫
JAなす南
塩野目商店
塩野目征子
下境上自治会協力者
下境西組協力者
釋　剛智
小規模多機能ホームなごみ
高野　源市
高橋　任
高橋  立子
玉ちゃん餃子
中央協力者
束原　正記
栃木県庁南那須庁舎
中村商店
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
蓮見自動車
八ヶ平自治会協力者
パチンコZAPP
平野　中
ファミリーレストラン笠井
富士山苑
㈲大森紙器
㈲大森生コン

150
150
150
450
150
60

900
310

1,500
380
200
680
150
60

300
150
300
460
300
450
150
300
150
750
450
150
300
150
300
300
750
300
300
60

930
500
150
60

1,190
340
910

（合計　12,432個） （合計　15,740個）

　あすなろではあらたに「トマトのコンフィ」で「フ
ランス料理　音羽シェフ監修」の認定を取得した。
　コンフィはトマトをオリーブオイル
で揚げたものでパンやパスタ等に使用
すると一段とコクが増しおいしくいた
だけるもの。今年の夏より「あすなろ
パン工房風」のパンに利用予定！！

　現在、「あすなろパン工房風」は、3種類のジャムを販売中です！！

メニュー（2月6日）
配食数63食

・さばの味噌煮
・大根のもみ漬・おにしめ
・パイナップル・小梅

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

記事の訂正とお詫び
　社協だより2月号の記事で誤りが
ありましたので、お詫びして訂正し
ます。

誤「食生活改善推進委員の宇井土氏」
↓

正「在宅栄養士の宇井土氏」

烏山地区
フランス料理　音羽シェフ監修の

りんごジャム
国見のみかんを使用した

みかんジャム
地元産のいちご、ブルーベリーを使用した

ミックスベリージャム


